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 理事会・評議員会

　学校法人八戸工業大学は、２月20日に理事会、３月27日に理事会・評議員会を開催して下

記案件について審議を行い、それぞれ原案通り承認した。

◇２月20日　理事会

・八戸工業大学第二高等学校「学則」変更に関する件

・学校法人八戸工業大学「高等学校等検討委員会規程」制定に関する件

◇３月27日　理事会・評議員会

・平成27年度事業計画（案）並びに予算（案）に関する件

・任期満了に伴う学校長の選任に関する件

・評議員の辞任に伴う補欠評議員の選任に関する件

・学校法人八戸工業大学「寄附行為施行細則」変更に関する件

・八戸工業大学「学則」変更に関する件

・八戸工業大学大学院「学則」変更に関する件

・平成28年度学校法人八戸工業大学の学費に関する件
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　本学大学院工学研
究科、工学部ならび
に感性デザイン学部
へ入学された新入生
の皆さん、誠におめ
でとうございます。
これから、皆さんが
充実した学生生活を
送れるように、大学
としても最大限の支
援をしていきます。
また、この４月から
大学院工学研究科社
会基盤工学専攻が新
たにスタートしまし
た。これは、インフ

ラのデザインに関する研究と人材育成が明確になるよう
に、これまでの土木工学専攻を名称変更したものです。
　今回、皆さんには、本学のルーツと教育理念について
知ってほしいと思います。
　現在の栁谷利通理事長の祖父である栁谷第吉氏は、船
員の安否確認を直接できない時代、多くの漁船に携帯無
線機を載せる時代が必ず来ると考え、また地域からの強

い要請もあり、昭和31年（1956年）に無線通信技術者
を養成するための八戸高等電波学校（現八戸工業大学第
一高等学校）を設立しました。その後、八戸市が新産業
都市に指定され、人材育成の質的転換を図るために、昭
和47年（1972年）に八戸工業大学を設立しました。本
学のルーツはこの59年前にあり、当時から地域社会の要
請や時代の変化への対応および有為の人材の養成を基本
とした学校運営が行われていました。
　一方、本学初代学長の小和田武紀氏は、「教育の窮極
の目的、目標が、価値観の変動を超越して、人間形成、
自己の人格完成にあることは、人類一般の普遍的原則で
あろう。特に最近、社会における科学技術の進歩、機械
文明の極度なる発達などにより、とかく軽視されがちな
人権の尊重、人間性の回復、人間としての主体性の確立
などが強調される必要があろう」と教育理念の原点とな
る人格形成や主体性の確立について述べています。現在
の本学における教育研究活動はこうした先人の考えが基
礎になっています。
　学生生活は、新入生ガイダンスから始まりましたが、
勉学のみならず課外活動にも積極的に参加して欲しいと
思います。あらゆる機会を通して、自主性、チャレンジ
力、チームワーク力を鍛え、所期の目的を達成できるこ
とを心から願っています。

新入生を迎えて

学 長　藤　田　成　隆
八戸工業大学

　私は、大学に入学した当初から大学
院への進学を考えていました。しか
し、４年生になり、周りの友人が社会
に羽ばたこうとしている中、進学する
にはお金が必要だし、このまま進学し
て研究を続けて良いのか、不安になっ
た時期がありました。先輩に相談した
ところ、「大学院では、また違うこと
を学ぶことが出来る。大学院での２年
間は、一足先に社会に出た人以上の能
力を身につけることができる。かけが
えのない自分の人生だ。自分がやりた
いと思った道を進んだほうがいいよ。」
というアドバイスを受け、進学の決意
を固めることが出来ました。これから
は、社会に役立つ技術者を目指し、学
部で学んだ伝熱工学など、熱や流体の
移動現象に関する知識を更に深め、従
来廃棄されている低温熱源で氷点下冷
熱を製造する吸収冷凍機の開発研究を
進めていきたいと考えています。

　商業高校出身の私は、これまで簿記
や情報処理、商品の流通などについて
学んできました。八戸工業大学に進学
を決めたのは、以前からものづくりに
興味があり専門の技術と知識を身につ
けたいと思ったからです。一日も早く
大学の環境に慣れ、新しい仲間をつく
りたいです。そして、自分の進むべき
道を見つけ積極的に実行したいと思っ
ています。部活は、今まで続けてきた
野球を続け、チームに貢献できるよう
一日一日を大切に練習や試合に取り組
んでいきたいです。
　この４年間をどう過ごすかによって
私の人生が変わると思っています。社
会に出てもしっかり貢献できるようコ
ミュニケーション能力を養い、自分の
考えをしっかりと主張できるようにな
りたいです。商業から工業と学ぶ分野
が違うので少し不安ですが、目標を
持って自分を磨き充実した大学生活を
送りたいです。

　今私の心は、八戸工業大学での大学
生活への期待と不安が交錯していま
す。勉強面、学校生活、交友関係への
不安、そしてそれを上回る将来への期
待です。私には夢があります。その夢
に向かって今後何が必要なのか、何を
学べばいいのか考え実践することが、
将来に強く反映されていくと思ってい
ます。この広く整った環境で学ぶべき
ことは、たくさんあると思います。ど
こまで自分の知識の幅を広げられるか
挑戦していきたいです。八戸工業大学
の建学の精神に詠うよき人格を育て良
い技術を身につけ、地域の活性化や発
展に貢献していきたいです。
　大学では高校と違う生活が待ち受け
ています。戸惑うことばかりですが、
充実感を感じています。入学後、自己
責任という言葉を耳にします。今まさ
にそれを体感しています。この厳しく
も期待溢れる日々を、新たな仲間と共
に乗り越えていきたいです。

新入生の抱負

大学院工学研究科
博士前期課程
機械・生物化学工学専攻
山本　空也
（青森県出身）

工学部
機械情報技術学科
工藤　甲斐
（黒石商高）

感性デザイン学部
感性デザイン学科
越懸澤 未来
（八戸工高）

平成27年４月大学院工学研究科社会基盤工学専攻がスタート
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　３月６日、学生を対象にした国内最大級の新事業提案コン
テスト「第10回キャンパスベンチャーグランプリ」(日刊工
業新聞社主催 )の全国大会が、東京都千代田区の霞山会館で
開催され、東北地区を代表して出場した食品研究会の近藤士
靖さんらが、地元の魚介を
活かした商品開発プランに
ついて発表を行った。
　近藤さんらは、昨年12
月12日に仙台市で行われ
た東北地区大会で22件の
応募の中から「最優秀賞」
に選ばれたもので、彼らが提案したのは青森県名産のサバ、
イカ、ホタテを原料にした「ご当地ふりかけ」の開発。地区
大会では、地元水産業に付加価値を生み出し、地域ビジネス
への貢献が期待されると高い評価を受けた。全国大会出場メ
ンバー：近藤士靖（バイオ環境工学科３年／静岡・袋井高）、
濱谷鷹（同３年・田名部高）武野郁也（同３年・秋田・金足
農高）斎藤優登（同３年・八戸東高）大向央高（同３年・八
戸東高）、鳴海亨駿（同１年・弘前南高）

（学年は平成26年度・写真 日刊工業新聞社提供）

　「平成26年度デザイン
パテントコンテスト」に
応募した感性デザイン
学科２年の千葉智美さん
（秋田明徳館高・表紙写
真）の作品「Mug Cam」
が、意匠登録出願支援対
象作品に選出された。
　このコンテストは、文部科学省、特許庁、日本弁理士会、
（独）工業所有権情報・研修館の共催により、「高校生、高等
専門学校生及び大学生らの知的財産マインドの育成と知的財
産権制度への理解促進」を目的に、全国から募集したオリジ
ナルの発明やデザイン（意匠）の中から優秀な作品を選んで
表彰し、権利登録を行うものである。
　大学部門に応募した千葉さんの作品は、マグカップの形を
したデジタルカメラをデザインしたもので、同部門97作品の
中から受賞16作品の一つに選ばれた。1月26日に東京都千代
田区のイイノホール＆カンファレンスセンターで表彰式が行
われ、千葉さんは特別賞の「震災復興支援応援賞」も受賞し、
嬉しいダブル受賞となった。（学年は平成26年度）

　３月５日・６日の両日、本学体育館
において今年度２回目となる「学生と
企業との就職懇談会」（合同就職懇談
会）が、学部３年生と大学院１年生を
対象に開催されました。景気回復への
期待が高まる中、参加企業数は247社
に上り、近年にない大規模な開催とな
りました。今年度より、学生が本来の
学業に専念できるよう、企業の広報活
動と採用選考活動が、それぞれ３～４
カ月後ろ倒しとなります。
　新卒を巡る採用状況は、東日本にお
ける震災の復興需要や東京オリンピッ
ク開催に起因する関連プロジェクトの
推進、団塊世代の退職に伴う若返り等
によって、特に建設業や製造業を中心
に採用意欲が大きく向上しています。
しかし、多くの企業は求める人材像を
明確にし「厳選採用」の姿勢を崩して
おらず、学生にはこれまで以上に職場
で活躍し社会に貢献できる力が求めら
れています。学生諸君には適切な企業
を選択し、満足のいく内定を勝ち取っ
て欲しいと願っています。
学務部次長　阿波　稔（土木建築工学科教授）

第２回学生と企業との就職懇談会
企業の採用意欲の向上、来年春の就職戦線スタート！

デザインパテントコンテスト
意匠登録出願支援対象作品に選ばれる

キャンパスベンチャーグランプリ
全国大会出場

大久保　賢人
（システム情報工学科２年／八戸工大二高）
　今回の研修には、ネイティブスピー
カーの発音を聞き取れるようになるこ
とを目標に参加したが、ホームステイ
初日から大きな言葉の壁が立ちはだ
かった。ホストファミリーの話す言葉
が、ほとんど聞き取れない。日が経つ
につれ徐々に聞き取れるようになった
が、完全に理解できたと思えたことは
そう多くなかった。初めは自分から積
極的に話しかけることがなかなか出来
なかった。言いたいことが通じるのか
心配だったからだ。勇気を出してつた
ない英語で話しかけると、ちゃんと理
解してもらうことができた。何度も聞
き直し、それでも通じないときはホス
トファミリーが身振り手振りで教えて
くれた。
　この研修で得たこと、それはまず興
味を持つこと、そして実際に挑戦する
こと、目標を持って行動すれば達成で
きることだ。
２週間という
短い間だった
が、今後の学
生生活に活か
せるいい経験
になった。こ
れを機にいろ
いろなことに
挑戦し、学ん
でいきたい。

オーストラリア研修に参加して
研修地：クインズランド州トゥーンバ市南クインズ大学他／期間：2015年２月21日～３月10日

石岡　洸平
（機械情報技術学科２年／青森工高）
　この研修で学んだことは、ある程度
の英語の知識があれば最低限のコミュ
ニケーションがとれるということだ。
出発前の私は、TOEIC スコアで335
点という英語力だったが、それでも十
分に自分の意志を伝え、さほど不自由
のない生活ができた。それは、現地で
のコミュニケーションツールが、音や
文字だけではないからだった。言語を
習得する最も効率的な方法は、その言
語が使われている国で学ぶことだ。例
えば、私達が日本で外国語を学ぶとき、
それが何を意味しているのか文字で理
解することはあっても、音声を聞いた
だけで理解するのは難しい。実際に英
語で生活をしてみると、その音の意味
が無機質な文字だけではなく人の表情
やにおい、会話の状況などで把握でき、
言葉を場面や状況と一緒に記憶できる
ことが分かった。

　これからは、実
際に英語を話す人
達と積極的に交流
し学んでいこうと
思っている。研修
に参加して自分の
考えや価値観が大
きく広がった。研
修の機会を与えて
くれた多くの方々
に感謝したい。
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　２月20日・21日、八戸シーガルビューホテルを会場に「リーダース研修会」が開催
された。課外活動の活性化を目的とするこの研修会は、体育会、文化会に所属する団
体（サークル・愛好会等）の代表学生にリーダーとしての自覚を高めてもらうとともに、
相互交流と連携を図る好機会となっている。研修後、学生・教職員ら約270名が一堂
に会し、活動が顕著だった団体や個人を表彰する伝達式と懇親会が盛大に催された。

体育会・文化会表彰者（学年は平成26年度）

平成26年度課外活動

体 育 会
団　　　　　　　体

【優秀賞】卓球部　アイススケート部
【敢闘賞】アーチェリー部
【努力賞】硬式野球部
【保護者後援会会長賞】卓球部

個　　　　　　　人
【優秀選手賞】
吉野　裕規（卓　球　部／バイオ環境工学科 ４年／北海道・北見柏陽高）
松浦　善幸（卓　球　部／システム情報工学科 ４年／福島・小野高）
小舘　卓司（卓　球　部／電気電子システム学科 ３年／弘前工高）
相良　友樹（卓　球　部／機械情報技術学科 ２年／北海道・札幌龍谷学園高）
中村　駿介（卓　球　部／機械情報技術学科 ２年／弘前実高）
江馬　健史（卓　球　部／機械情報技術学科 ２年／北海道・駒澤大附属苫小牧高）
星山　大地（卓　球　部／電気電子システム学科 ２年／福島・福島工高）
工藤　瑞斗（卓　球　部／機械情報技術学科 ３年／八戸工高）
川島　大樹（卓　球　部／感性デザイン学科 ２年／北海道尚志学園高）
木村　真人（アイススケート部／感性デザイン学科３年／八戸工大一高）
川口　　凌（アイススケート部／機械情報技術学科４年／八戸工高）
可知　歩晃（アイススケート部／システム情報工学科４年／北海道・江陵高）
荒木田拓也（アイススケート部／バイオ環境工学科４年／八戸工大一高）
小笠原康将（アイススケート部／バイオ環境工学科４年／八戸工大一高）
坂本　寛治（アイススケート部／バイオ環境工学科４年／八戸工大一高）
香田　健人（アイススケート部／土木建築工学科 ４年／北海道・江陵高）
坂本　隼輔（アイススケート部／土木建築工学科 ４年／岩手・軽米高）
下坪　悠弥（アイススケート部／感性デザイン学科４年／八戸商高）
関川　康介（アイススケート部／感性デザイン学科４年／八戸工高）
吉田　一眞（アイススケート部／機械情報技術学科２年／八戸工大一高）
有川　　正（レスリング部／土木建築工学科２年／岩手・種市高）
【敢闘賞】
菅原　大貴（サ ン ボ 部／機械情報技術学科 １年／岩手・釜石商工高）
須藤　達也（硬式野球部／土木建築工学科 ３年／弘前工高）
對馬　央人（硬式野球部／土木建築工学科 ３年／木造高）
島下　　大（硬式野球部／土木建築工学科 １年／八戸工高）
佐々木　克（ソフトボール部／バイオ環境工学科 ４年／秋田・本荘高）
鳥山　洋一（アーチェリー部／土木建築工学科 ４年／六ヶ所高）
【努力賞】
阿部　祐大（男子バスケットボール部／土木建築工学科 ４年／岩手・水沢工高）
角田　美咲（男子バスケットボール部／バイオ環境工学科 ４年／木造高）
前澤　冬樹（ソフトボール部／バイオ環境工学科 ４年／岩手・不来方高）
笹川万莉華（ソフトボール部／バイオ環境工学科 ４年／千葉・秀明大八千代高）
田畑麻里奈（アイススケート部アイスホッケー部門／土木建築工学科４年／三沢高）
鳥谷部　信（バレーボール部／機械情報技術学科 ４年／八戸工大一高）
尾嵜　一磨（バレーボール部／システム情報工学科 ４年／八戸工大一高）
澁谷　健介（硬式野球部／電気電子システム学科 ４年／八戸工大一高）
野藤　　龍（硬式野球部／電気電子システム学科 ４年／八戸工大一高）
山辺　雄聖（硬式野球部／感性デザイン学科 ４年／六戸高）
久保田正志（硬式野球部／土木建築工学科 ４年／八戸工大一高）
坂本　裕希（男子硬式庭球部／システム情報工学科 ４年／青森南高）
小向　彩加（女子硬式庭球部／バイオ環境工学科 ４年／八戸工大一高）
馬場　千宝（女子硬式庭球部／土木建築工学科 ４年／岩手・宮古工高）
櫻田　　光（弓　道　部／機械情報技術学科 ４年／三本木高）
田澤　里仁（弓　道　部／電気電子システム学科 ４年／弘前工高）
米沢　俊哉（バドミントン部／システム情報工学科 ４年／弘前工高）
木村　紘基（バドミントン部／システム情報工学科 ４年／青森西高）
田村　和也（ビリヤード部／機械情報技術学科 ４年／むつ工高）
工藤奈菜代（キックボクシング愛好会／感性デザイン学科 ４年／黒石商高）
三浦　修一（キックボクシング愛好会／機械・生物化学工学専攻／青森県出身）

文 化 会
団　　　　　　　体

【優秀賞】食品研究会　建築デザイン研究会ADL　動力研究部
【敢闘賞】映像研究部　合唱部
【努力賞】ボランティア愛好会
【保護者後援会会長賞】食品研究会

個　　　　　　　人
【優秀賞】
晴山　佳映（映像研究部／システム情報工学科 ４年／十和田工高）
中里　良平（映像研究部／システム情報工学科 ３年／八戸工大一高）
田畑　圭一（文芸愛好会／システム情報工学科 ３年／七戸高）
大向　央高（食品研究会／バイオ環境工学科 ３年／八戸東高）
近藤　士靖（食品研究会／バイオ環境工学科 ３年／静岡・袋井高）
濱谷　　鷹（食品研究会／バイオ環境工学科 ３年／田名部高）
斎藤　優登（食品研究会／バイオ環境工学科 ３年／八戸東高）
武野　郁也（食品研究会／バイオ環境工学科 ３年／秋田・金足農高）
鳴海　亨駿（食品研究会／バイオ環境工学科 １年／弘前南高）
古倉あゆみ（食品研究会／バイオ環境工学科 ２年／秋田・大館鳳鳴高）
加藤　　操（食品研究会／バイオ環境工学科 ２年／秋田・能代北高）
千葉　智美（食品研究会／感性デザイン学科 ２年／秋田明徳館高通信制課程）
杉澤　森都（ボランティア愛好会／システム情報工学科 ４年／十和田工高）
下川原靖昭（ボランティア愛好会／機械情報技術学科４年／八戸工高）
【敢闘賞】
中川原史康（動力研究部／機械情報技術学科 ４年／十和田工高）
野呂　　茜（吹 奏 楽 部／土木建築工学科 ４年／青森戸山高）
福田　若菜（吹 奏 楽 部／電気電子システム学科 ４年／東奥学園高）
扇田　優樹（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 ３年／十和田工高）
工藤　和俊（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 ３年／大湊高）
島守　崇央（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 ３年／八戸西高）
鈴木　宥将（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 ３年／宮城・気仙沼高）
高橋　優斗（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 ３年／岩手・黒沢尻工高）
新保　良太（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 ２年／北海道・函館大附属柏稜高）
加藤　咲紀（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 ２年／黒石高）
木村　元路（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 ２年／八戸工大二高）
藤沢　　弥（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 ２年／三戸高）
藤田　　勇（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 ２年／弘前学院聖愛高）
松田隆太郎（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 ２年／秋田・湯沢高）
三浦　尚也（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 ２年／十和田工高）
磯島　実希（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 １年／八戸工大一高）
佐藤　　純（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 １年／光星学院野辺地西高）
曽我　美喜（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 １年／八戸東高）
今村　晃輔（建築デザイン研究会ADL ／感性デザイン学科 １年／青森山田高）
三浦　慶乃（食品研究会／バイオ環境工学科 ４年／三沢高）
川上　将史（食品研究会／バイオ環境工学科 ３年／田名部高）
【リーダーシップ賞】
中村　太郎（動力研究部／機械情報技術学科 ２年／八戸工高）
村上　昂央（吹 奏 楽 部／バイオ環境工学科 ３年／弘前中央高）
白戸南緒子（吹 奏 楽 部／バイオ環境工学科 ３年／三本木農高）
八幡麻美子（茶道愛好会茶々／バイオ環境工学科３年／八戸西高）
中村　美月（茶道愛好会茶々／バイオ環境工学科３年／八戸西高）
飴田　亮太（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 ３年／三沢高）
中居　秀太（食品研究会／バイオ環境工学科 ４年／八戸工大二高）
髙橋　将志（自 動 車 部／機械情報技術学科 ２年／秋田・大曲工高）
藤井　彩加（文芸愛好会／システム情報工学科 ３年／岩手・盛岡第四高）
福田　雅大（プラモデル研究会／電気電子システム学科 ３年／十和田工高）
山田　拳輔（プラモデル研究会／バイオ環境工学科３年／田名部高）
今井　智也（情報科学研究部／システム情報工学科 ３年／八戸工大二高）
伊賀　旦裕（情報科学研究部／システム情報工学科 ３年／八戸工高）
【努力賞】
千葉　昂平（動力研究部／機械情報技術学科 ４年／岩手・金ケ崎高）
嶋森　健太（動力研究部／機械情報技術学科 ４年／十和田工高）
齋藤　勝磨（茶道愛好会茶々／土木建築工学科 ４年／五所川原高）
熊野ひとみ（茶道愛好会茶々／バイオ環境工学科４年／八戸工大一高）
七役　一光（茶道愛好会茶々／バイオ環境工学科４年／八戸工大二高）
秋山　由衣（建築デザイン研究会ADL ／建 築 工 学 専 攻／青森県出身）
山口　裕史（建築デザイン研究会ADL ／建 築 工 学 専 攻／青森県出身）
長尾　瑞彦（建築デザイン研究会ADL ／感性デザイン学科 ４年／弘前工高）
村野　翔太（建築デザイン研究会ADL ／土木建築工学科 ４年／岩手・盛岡中央高）
千葉　晋哉（食品研究会／バイオ環境工学科 ４年／八戸聖ウルスラ学院高）
蒔苗　　優（サイエンス愛好会／電気電子システム学科 ４年／弘前東高）
佐藤慧実香（サイエンス愛好会／バイオ環境工学科４年／岩手・花巻農高）
田村　将康（サイエンス愛好会／バイオ環境工学科４年／八戸工大一高）
佐藤　加奈（合　唱　部／バイオ環境工学科 ４年／青森高）
佐藤　大輝（ゲーム研究部／機械情報技術学科 ４年／三戸高）
山本　空弥（ゲーム研究部／機械情報技術学科 ４年／むつ工高）
小野　　樹（ゲーム研究部／システム情報工学科 ４年／青森商高）
工藤　恭大（ゲーム研究部／システム情報工学科 ４年／五所川原農林高）
境沢　智之（ゲーム研究部／システム情報工学科 ４年／南部工高）
佐々木翔大（ゲーム研究部／システム情報工学科 ４年／八戸水産高）
石村　瑞稀（アーツテック研究部／機械情報技術学科 ４年／弘前高）
磯邊　克也（アーツテック研究部／感性デザイン学科 ４年／八戸工高）
木原　大和（アーツテック研究部／感性デザイン学科 ４年／八戸北高南郷校舎）
工藤　俊輝（アーツテック研究部／感性デザイン学科 ４年／八戸工大二高）
小林　稜晃（アーツテック研究部／感性デザイン学科 ４年／岩手・雫石高）
戸津翔太郎（アーツテック研究部／感性デザイン学科 ４年／山形・北村山高）
渡邊　　颯（アーツテック研究部／感性デザイン学科 ４年／八戸工大二高）
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　この春バイオ環
境工学科を卒業し
た中居秀太さん（八
戸工大二高）が、
昨年10月に行われ
た学生の合格率が

わずか３％という「公害防止管理者等
国家試験・水質関係第１種公害防止管
理者試験」に挑戦し、見事合格した。
　公害防止管理者とは、公害を未然に
防止するために、大気汚染・水質汚濁・
騒音等の発生施設を持つ特定工場に配
属が義務付けられている技術者で、それ
ら施設の規制監督の任務を担っている。

◇卒業研究優秀発表賞
齋藤　勝磨（五所川原高）
久保田正志（八戸工大一高）
◇功績賞
中道　航太（秋田・金足農高）
野呂　　茜（青森戸山高）

【システム情報工学科】
◇学長賞
晴山　佳映（十和田工高）
◇優秀学生賞・学科長賞
角田　宏樹（岩手・種市高）
鹿糠沢文弥（岩手・久慈高長内校）
髙橋　将人（岩手・花巻東）
高橋　　良（三本木高）
◇優秀学生賞資格賞
柴田　英利（青森工高）
◇優秀学生賞・卒研賞
上野　晃太（八戸南高）
久我　元士（新潟・上越総合技術高）
倉本　進汰（八戸南高）
小山　裕也（八戸商高）
髙橋　光成（岩手・遠野高）
田中　裕郷（八戸工大一高）
畠山　拓也（宮城・気仙沼向洋高）
松浦　善幸（福島・小野高）
三浦　真宏（八戸工大二高）
◇情報処理学会東北支部学生奨励賞
久我　元士（新潟・上越総合技術高）
　
【バイオ環境工学科】
◇学長賞
中居　秀太（八戸工大二高）
◇学科長賞
佐藤　加奈（青森高）
◇卒業研究優秀賞
佐藤　加奈（青森高）
小田島雄貴（岩手・盛岡農業高）
吉田駿之介（六戸高）
七役　一光（八戸工大二高）
前澤　冬樹（岩手・不来方高）
熊野ひとみ（八戸工大一高）
武田　英也（八戸工大二高）
笹川万莉華（千葉・秀明大八千代高）
◇功労賞
甲田　夕貴（八戸高）
◇功績賞
千葉　晋哉（八戸聖ウルスラ学院高）
中村　智子（八戸工大二高）
三浦　慶乃（三沢高）
中居　秀太（八戸工大二高）

【感性デザイン学科】
◇学長賞
太野　瑞貴（岩手・盛岡北高）
◇学部長賞
工藤奈菜代（黒石商高）
◇学科長賞
山田　真耶（八戸工大二高）
◇努力賞
田村　直子（八戸工大二高）
名久井愛保（八戸工大二高）
古郡穂菜美（野辺地高）
◇功労賞
太野　瑞貴（岩手・盛岡北高）
工藤奈菜代（黒石商高）
山田　真耶（八戸工大二高）
◇卒業制作・論文最優秀賞
磯邊　克也（八戸工高）
木原　大和（八戸北高南郷校舎）
佐々木若菜（八戸工大一高）
舘野　雄真（八戸工大一高）
田村　直子（八戸工大二高）
◇卒業制作・論文優秀賞
工藤奈菜代（黒石商高）
成田　昂史（八戸工大二高）

大学院工学研究科
【機械・生物化学工学専攻】
◇三浦賞　　　戸田　貴大（青森県出身）
【建築工学専攻】
◇努力賞　　　五戸　浩章（青森県出身）
◇功労賞　　　秋山　由衣（青森県出身 )
◇優秀論文賞　後藤　忠平（秋田県出身）

【機械情報技術学科】
◇日本機械学会畠山賞
岡崎　慎也（弘前工高）
◇日本原子力学会フェロー賞
木村　俊彦（弘前工高）
◇学長賞
工藤　大聖（弘前工高）
◇工学部長賞
荒　那由多（八戸工大二高）
荒沢　勇人（八戸工高）
石田　　裕（弘前工高）
漆真下陽一（岩手・葛巻高）
岡崎　慎也（弘前工高）
木村　俊彦（弘前工高）
工藤　大聖（弘前工高）
久保　陽拓（岩手・盛岡工高）
久保田優樹（八戸工大二高）
小泉　安史（茨城・日立工高）
櫻田　　光（三本木高）
佐々木惟裕（八戸工高）
佐々木裕也（岩手・盛岡北高）
佐々木優介（岩手・盛岡大附属高）
佐々木　渉（八戸工大一高）
佐藤　功規（岩手・盛岡中央高）
嶋森　健太（十和田工高）
下川原靖昭（八戸工高）
杉浦　大樹（北海道・帯広大谷高）
千葉　昂平（岩手・金ケ崎高）
中川原史康（十和田工高）
浪岡　拓也（八戸工大二高）
畠山　雄大（岩手・大船渡東高）
三浦　　進（五戸高）
山本　空弥（むつ工高）
◇学科長賞
工藤　大聖（弘前工高）
櫻田　　光（三本木高）
佐々木優介（岩手・盛岡大附属高）
佐藤　大輝（三戸高）
下川原靖昭（八戸工高）
杉浦　大樹（北海道・帯広大谷高）
中川原史康（十和田工高）
野呂　健太（八工大二高）
村中　　彰（田子高）
　
【電気電子システム学科】
◇学長賞
若林　大貴（八戸工高）
◇工学部長賞
相馬　拓哉（三本木高）
◇学科長賞
玉田　尚也（八戸工大一高）
◇卒業研究優秀賞
若林　大貴（八戸工高）
嶋谷　昭親（五所川原工高）
玉田　尚也（八戸工大一高）
飯野　真弘（弘前工高）
赤塚　優磨（宮城・蔵王高）
◇卒業研究功労賞
久保　智祥（八戸工大二高）
平塚　健治（八戸工大二高）
福田　翔伍（八戸工大一高）
関下　隆太（八戸工高）
三戸　幸也（三本木高）
梅村　貴洋（岩手・岩手高）
蛯名　琢磨（八戸工高）
濱舘　　聡（八戸工高）
武　　美里（青森工高）
上方　大和（八戸工高）
◇電気学会学生表彰
豊川　　実（八戸工大一高）
◇電子情報通信学会表彰
田鎖祐太郎（岩手・宮古工高）

【土木建築工学科】
◇最優秀賞
石橋　正道（八戸西高）
◇優秀賞
鳥山　洋一（六ヶ所高）
坂本　雄太（八戸工高）
馬場　千宝（岩手・宮古工高）
菊地　麻美（弘前学院聖愛高）
◇卒業研究最優秀発表賞
高谷　千春（弘前工高）

難関の国家試験に見事合格 卒業生・修了生表彰者

　１月27日、八戸警察署において、
「平成26年度八戸地区 JUMPチーム・
picot 表彰式」が行われ、少年非行防
止のボランティア活動を行っている本
学と市内の小中学校、高校８校に感謝
状と記念品が贈られた。
　本学では、ボランティア愛好会のメ
ンバー８名が、picot（青森県青少年
サポートボランティア）の委嘱を受け
て活動しており、表彰式には下川原靖
昭さん（機械情報技術学科４年・八戸
工高）がメンバーを代表して出席、福
士晋一署長から表彰を受けた。（学年
は平成26年度）

八戸警察署から
「picot」に感謝状

受賞おめでとうございます

畑野智信さん（写真左）
機械・生物化学工学専攻
ポスター賞
（地球科学技術に関する国際シンポジウム2015）
論文名：アルストバクター・ニコチア
ナエ菌体を用いた水溶液からの３価ク
ロムの除去
後藤忠平さん
建築工学専攻平成27年３月修了
2014年度笠井芳夫賞
（稲門建築会材料施工研究会）
論文名：大型試験体によるコンクリー
ト表層部脆弱層の性状に関する研究
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新任教職員

風
かざ

張
はり

　洋
ようすけ

佑
（教務課書記）

小
お の で ら

野寺 新
しんや

也
（学生課書記）

濱
はまだ

田　伸
しんご

吾
（入試課書記）

畑
はたなか

中 ひとみ
（社会連携学術推進室書記）

　２月13日、学生相談室主催の講演会
が、多目的（ＡＶ）ホールで開催された。
　今回は、本学学生相談室の非常勤相
談員の渡邉一弥先生（精神保健福祉士・
社会福祉士）と荒澤恵夢先生（臨床心
理士）から、「本学の学生相談の傾向
と対応」をテーマに、教職員が学生か

平成26年度学生相談室講演会
ら相談された際のアプローチ
の方法やコミュニケーション
の図り方など、心の問題をサ
ポートするためのポイントを
教授していただいた。
　参加した約80名の教職員
は、終始真剣な面持ちで聞き
入り、様々な問題を抱える学
生への理解を深めるととも
に、トラブル解決への適切な

アドバイスやサポートの方法を学ん
だ。終了後参加者から「相手の立場に
立って対応することの大切さを改めて
認識した。楽しみながら学べるよい講
演会であった。継続して講演会を開催
して欲しい。」などの感想が寄せられ
た。

　平成26年度の「八戸工業大学教育
賞」が決定した。この賞は、本学教職
員の教育業績を評価し一層の教育改善
活動を活性化することを目的に、学内
外における講演、論文発表などの教育
活動が特に顕著であった者に贈られる
賞である。（職名省略）
教育業績賞
〇自動車整備技能登録試験の高合格率
　維持への自動車工学コース教育の継
　続的改善（自動車工学センター）

八戸工業大学教育賞
〇海外研修（英語）の復活と継続的な
　実施（斎藤明宏、高橋史朗）
教育論文賞
〇機械工学導入教育としてのエンジン
　解剖とリスクマネージメント
　（浅川拓克、大黒正敏、工藤祐嗣）
〇地域の産学官連携による土木系教育
　に関する研修会活動
　（長谷川明、竹内貴弘、阿波稔、金
　子賢治、鈴木拓也、迫井裕樹）

デザインフェスタ・卒展開催
感性デザイン学科
第３回感性デザインフェスタ
　　　　（期間：１月30日～２月１日）
１年生「絵画展」
　　　　ＮＨＫハナミズキホール
２年生「アート＆デザイン展」
　　　　八戸ニューポート
３年生「イラスト展」（写真）
　　　　八戸中央ビル
４年生「卒展」
　　　　ショッピングセンター「ラピア」

土木建築工学科
平成26年度卒業研究展
～卒業設計作品・卒業論文パネル展示～
期間：３月７日～12日
場所：八戸ポータルミュジアムはっち

研究会・フォーラム等開催
◇原子力人材育成プログラム学生と
　シニアとの対話 in八戸
　２月２日／八戸工業大学
◇第５回環境フロンティア研究会
　２月18日／八戸工業大学
◇（地独）青森県産業技術センター
　との研究交流会（写真）
　２月26日／青森県観光物産館アスパム
◇防災フォーラム2015
　３月11日／八戸市公民館ホール

白
しらいし

石　　司
つかさ

（総合企画室次長・
　   兼大学事務部次長）

城
じょうまえ

前 さゆり
（財務課書記）

四
しかま

竈　樹
たつお

男
（エネルギー環境システム
　　　 研究所所長・教授）
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開催地 開催日 会　場 開催時間

弘前 ５月８日(金) ホテルナクアシティ弘前 14:00～18:00

盛岡 ５月13日(水) ホテルメトロポリタン盛岡本館 15:00～18:00

盛岡 ５月14日(木) ホテルメトロポリタン盛岡本館 14:30～18:30

札幌 ５月15日(金) 札幌パークホテル 15:00～18:00

八戸 ５月15日(金) 八戸プラザアーバンホール 14:30～18:00

秋田 ５月18日(月) アルヴェ 15:00～18:00

仙台 ５月18日(月) アエル 15:00～18:30

盛岡 ５月19日(火)
ホテルメトロポリタン盛岡ニュー
ウイング

15:00～18:00

仙台 ５月19日(火) アエル 14:30～18:30

青森 ５月21日(木)
リンクステーションホール青森
（青森市文化会館）

15:00～18:00

弘前 ５月22日(金) ホテルナクアシティ弘前 15:00～18:00

八戸 ５月25日(月) 八戸プラザアーバンホール 15:00～18:00

秋田 ５月25日(月) アルヴェ 14:30～18:00

秋田 ５月26日(火) アルヴェ 15:00～18:00

仙台 ５月27日(水) アエル 15:30～18:00

札幌 ５月29日(金) 札幌パークホテル 15:00～18:00

久慈 ６月４日(木) 久慈グランドホテル 15:30～18:00

弘前 ６月11日(木) ホテルナクアシティ弘前 14:30～18:00

青森 ６月12日(金) 青森国際ホテル 14:30～18:00

青森 ６月16日(火) ねぶたの家　ワ・ラッセ 15:30～18:30

盛岡 ６月29日(月)
ホテルメトロポリタン盛岡ニュー
ウィング

14:00～18:00

仙台 ６月30日(火) 仙台サンプラザホール 15:00～18:00

秋田 ７月13日(月) アルヴェ 14:00～17:00

仙台 ７月17日(金) アエル 14:30～18:30

秋田 ９月１日(火) アルヴェ 15:30～18:30

仙台 ９月７日(月) ホテルメトロポリタン仙台 15:00～18:30

青森 ９月８日(火) 青森国際ホテル 15:30～18:30

八戸 ９月９日(水) 八戸プラザアーバンホール 15:30～18:30

盛岡 ９月17日(木) ホテルメトロポリタン盛岡本館 15:30～18:30

５月21日（木） 第１回学生と企業との就職懇談会～22日（金）
６月４日（木） 体育祭（体育会主催）
　　23日（火）大学院入試一次選抜（推薦）
７月４日（土）ミニオープンキャンパス
　　26日（日）夏のオープンキャンパス①
　　29日（水）前期試験～８月４日 (火 )
８月８日（土）夏のオープンキャンパス②
　　25日（火）学部入試編入学・転入学（一般前期）
　　27日（木）大学院入試１次選抜（一般）
　　28日（金）大学院入試１次選抜（一般・特別）
　　29日（土）ＡＯ入試第１クール

行事予定　５月～８月

※ 学業特待生選考試験を兼ねる。

　３月31日付で、次の方々が退職されました。今後のご健勝
とご活躍を祈念いたします。
阿部　勝憲（エネルギー環境システム研究所教授）
大津　正道（感性デザイン学科教授）
山本　富男（法人事務局人事課長）

退職教職員

А
Ｏ
入
試

クール エントリーカード受付期間（消印有効） 面　談　日
第１クール 2015年８月３日(月)～８月21日(金) 2015年８月29日(土)
第２クール 2015年９月７日(月)～９月15日(火) 2015年９月26日(土)
第３クール 2015年11月16日(月)～11月24日(火) 2015年12月５日(土)
第４クール 2016年２月１日(月)～２月５日(金) 2016年２月12日(金)
第５クール 2016年３月１日(火)～３月12日(土) 2016年３月17日(木)
入　試　区　分 願 書 受 付 期 間 試　験　日

推
薦
入
試

指
定
校
制

専門高校
総合学科 2015年11月１日(日)～11月７日(土) 2015年11月14日(土)

普通高校 2015年11月１日(日)～11月７日(土) 2015年11月14日(土)
公募制推薦入試
（他大学併願可） 2015年12月１日(火)～12月15日(火) 2015年12月22日(火)

専
門
・
一
般
入
試

専門高校
総合学科 2016年１月４日(月)～１月25日(月) 2016年２月４日(木)

一般
前期※ 2016年１月４日(月)～１月25日(月) 2016年２月４日(木)

後期 2016年３月１日(火)～３月15日(火)
　　　　　　　　　　　　　 必着 2016年３月22日(火)

センター
利用入試

前期※ 2016年１月４日(月)～１月29日(金) 2016年１月16日(土)・
17日(日)の大学入試
センター試験
本学の個別試験は課
さない。

中期※ 2016年２月１日(月)～２月19日(金)

後期 2016年３月１日(火)～３月22日(火)
　　　　　　　　　　　　　 必着

工学部・感性デザイン学部　　　   問合せ先（入試部入試課） 0178-25-8000（直通）

平成28年度入試日程進学相談会スケジュール

中国語（中国）
・期　間：平成27年８月下旬（予定）
・研修先：瀋陽工業大学（遼寧省瀋陽市）
・問合先：山本 忠（准教授）℡ 0178-25-8130
英語（オーストラリア）
・期　間：平成28年２月下旬（予定）
・研修先：南クインズ大学（クインズランド州トゥーンバ市）
・問合先：斎藤 明宏（講師）℡ 0178-25-8051

語学力向上と異文化体験

（卒業に必要な単位として認定）

平成27年度海外研修参加者募集

日程：７月26日（日）・８月８日（土）
　　　10：00～14：30（９：30受付開始）
内容：大学紹介と入試説明、学科紹介ギャラリー、学科

体験、学食体験、キャンパスツアー、 大学周辺ツ
アー、保護者向けガイダンス、就職関連コーナー、
各種相談コーナー

　　　予約不要・入退場自由。東北各地より無料送迎バ
　　　スを運行します。（一部予約制）

■ 夏のオープンキャンパス2015

■ ミニオープンキャンパス
・７月４日（土）：授業見学、大学紹介、キャンパスツアー、
　個別相談等
・10月10日（土）・11日（日）：学園祭同日開催、ＡＯ・推薦
　入試対策講座、大学紹介、キャンパスツアー、個別相談等
・11月７日（土）：学業特待生試験対策講座、大学紹介、
　キャンパスツアー、個別相談等

　詳細は、ホームページにてご案内いたします。
　　　　問合せ先：入試部入試課　0178-25-8000（直通）



八戸工大二高八戸工大二高

八戸工大一高八戸工大一高 さくら幼稚園さくら幼稚園

八戸工業大学八戸工業大学

祝 入学
Step forward to the dream
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平成26年度　青森県スポーツ関係受賞者

　４月８日、296名の新入生を迎え、第
57回入学式が行われた。岩崎敬夫校長
から「夢を抱き、一高魂を磨こう。また、
共に生き、コミュニケーションを図り、友
情を深めよう」という激励の言葉が贈られ、
新入生を代表して長理 海君（普通科・新
城中）が、勉学や部活動等これからの高
校生活に対する決意を力強く宣誓した。

青森県高等学校体育連盟優秀選手賞
佐貫省吾・三浦晃太（水泳）、栗林佑輔・勝山拓
海（ソフトテニス）、永田丈治（レスリング）、清川祐・
尾崎友聖（登山）、高松哉太・上村賢一朗（アーチェ
リー）、三浦実大（ボウリング）、沢上紘一・能登
谷鈴衣（ゴルフ）、浅坂靖子（自転車競技）、坂
本之麿（アイスホッケー）
青森県高等学校野球連盟優秀選手賞
荒屋汰樹（硬式野球）

青森県体育協会優秀選手賞
坂本渓汰・坂本之麿・磯島裕樹・越川諒大・沢
崎彪斗・杉本迅・沼田翔・古川駿・石倉浩規・
笹川昂成・佐々木快・中村太一（アイスホッケー）、
永田丈治・五戸晋太郎・太田理奈・榎本美鈴・
関下由希（レスリング）、三浦実大（ボウリング）
青森県体育協会スポーツ奨励賞
佐貫省吾・三浦晃太（水泳）、栗林佑輔・勝山拓
海（ソフトテニス）、阿部将也（自転車競技）

第57回入学式

　２月17日、国の重要無形民俗文
化財に指定されている伝統民俗芸能

「えんぶり」に約70名の生徒が、ボ
ランティアで参加した。八戸地方に
春を呼ぶとされているこの「えんぶ
り」は五穀豊穣を祈願するお祭りで、
今年は例年にない暖かな日に恵まれ
た。祭り装束に身を包んだ生徒達は、
舞い手の絵烏帽子を被った太夫達と
一緒に行列に加わり、間近で舞う太
夫の迫力に圧倒されながら、伝統芸
能継承の一翼を担っているという誇
らしげな表情を見せていた。

ボランティア活動

　高校生活をスタートする皆さん、入学おめで
とうございます。皆さんの未来が明るく輝かし
いものとなるよう、本校での高校生活に全力で
取り組んでいただきたい。

　まずは、一生懸命に学業に励み、学力向上をめざしましょう。
それぞれの学力を着実に向上させていくのは当然のことです
が、国家試験をはじめとする各種資格取得にも力を注いでいた

だきたい。また、部活動に積極的に取り組んで、体を鍛え、精
神力を養い、真の友情を育んで下さい。技術の習得を目指す人、
部活動で全国制覇に挑む人など、目標はそれぞれでも達成に向
けて努力することで、何物にもかえ難い財産が得られると確信
します。しかし、学業も部活動も順風満帆な時ばかりとは限り
ません。さまざまな困難に直面した時は、我々教職員が全力で
支えていきます。一つ一つ積み上げながら、皆さんは、本校の
目指す「文武両道」を兼ね備えた人物に成長してくれることで
しょう。高校時代に獲得した知識、鍛え上げた肉体、築いた友
情は、一生の宝です。希望に燃える今の気持ちを忘れずに、励
まし合い助け合いながら乗り越えていきましょう。

春の全国大会 戦績報告
ボウリング部
第18回高等学校ボウリング選手権大会

（３/21～ 23 岡山市）
【団体】畑川侑太（３年機械コース・是川中）・高坂
拓斗（３年情報コース・小中野中）第12位

【個人】坂本潤（３年普通科・下長中）第８位
アイスホッケー部
第21回東日本高校選抜アイスホッケー大会

（４/３～５ 日光市）第３位
ソフトテニス部
第49回全日本私立高等学校選抜ソフトテニス
大会（３/24 ～ 26 横浜市）

【男子団体】２回戦敗退　【個人】栗林佑輔（３年
機械コース・平賀西中）・佐 木々勇人（３年普通科・
普代中）ベスト16
第40回全日本高等学校選抜ソフトテニス大会

（３/28 ～ 29 名古屋市）
【男子団体】２回戦敗退
ゴルフ部
平成26年度全国高等学校ゴルフ選手権春季大
会（３/24 ～ 26 大津市）
能登谷鈴衣（３年普通科・北稜中）第60位
水泳部
平成26年度第37回JOCジュニアオリンピック

カップ春季水泳競技大会（３/26 ～ 30 東京都）
吉崎旭（２年普通科・甲東中）200m自由形、
400mリレー予選敗退、高橋輝（２年普通科・八
戸第二中）100m 200m背泳ぎ、100mバタフライ・
400mリレー 予選敗退、平舩真帆（３年普通科・
八戸第一中）100m 200m平泳ぎ予選敗退、中川
美紅（２年普通科・鰺ヶ沢中）100m 200m自由形
予選敗退
レスリング部
第58回全国高等学校選抜レスリング大会

（３/26 ～ 29 新潟市）
【男子団体】３回戦進出　【個人】永田丈治（３年
普通科・五戸中）フリー 55㎏級ベスト８
平成27年度ジュニアクイーンズカップレスリン
グ選手権大会（４/４～５ 舞鶴市）

【女子個人】榎本美鈴（３年普通科・湊中）、関下
由希（３年普通科・白銀南中）１回戦敗退
自転車競技部
平成26年度全国高等学校選抜自転車競技大会

（３/19 ～ 22 熊本市・山鹿市）
岩切大知（３年電気コース・白山台中）ロードレース
49位、佐藤匡哉（３年機械コース・湊中）ポイントレー
ス・ロードレース予選敗退、　山本真寛（２年普通科・
小中野中）スクラッチレース・ロードレース予選敗退

希望に燃える気持ちを忘れずに
１学年部長　沼　尾　敏　彦

新入生のみなさんへ

（学年は平成27年度）

えんぶり
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　１月26日、「平成26年度課題研究発表会」
が開催された。この発表会は、工業科の
３年生が自ら研究テーマを設定し、一年
をかけて調べ、製作し、研究した結果を
全校生徒の前で発表するものである。
　今回は、工業科６コースから選ばれた

15チームが発表した。どのチームも、今
まで経験したことのない舞台での発表の
ため、プレゼンテーションから実演まで、
緊張で早口になったり、声が小さくて聞こ
えなかったりと悪戦苦闘していた。しかし、
どの顔にも、全校生徒に自分たちの成果
を見てもらいたいという意気込みが溢れ
ていた。本校が参加している「小型人工
衛星打上げプロジェクト」は、プロジェク
トに参加した経緯をはじめ、人工衛星の
サイズ、打ち上げられた際の高度、使用
部品の概略など詳細な説明があった。
　今回の発表はどれも内容が濃く興味を
ひくもので、生徒達は引き込まれるような
真剣な面持ちで聴き入っていた。

　１月24日、八戸パークホテルを会場に、「平成26年
度部活動父母･顧問研修会」が、開催された。今回は、
本校卒業生でソチオリンピックアイスホッケー女子日
本代表選手の近藤陽子さんを講師に、「アイスホッケー
と私」というタイトルで講演をしていただいた。近

藤さんは、長野オ
リンピックに初出
場後、次のソチオ
リンピックに出場
するまでのアイス
ホッケー人生を語
り、参加した保護
者や関係者は深く
感じ入った様子で
聴き入っていた。

部活動父母・顧問研修会

　３月１日、第54回卒業証書授与式が
挙行され、卒業生318名を代表して坂本
之麿君（普通科・北稜中）が、答辞を
述べた。本校での高校生活を振り返り
ながら、充実した３年間を支えてくれた
先生や友達、そして両親への感謝の言
葉は、参列した人々の心に沁み入り、保
護者の中には目頭をおさえる人もいた。

第54回卒業証書授与式

────　主な表彰者　────

理事長賞　坂本之麿（普通科・北稜中）、佐
貫省吾（普通科・江陽中）、西塚悠聖（普通科・
名川中）
校長賞　磯谷公哉（普通科・白銀南中）、越
川諒大（普通科・神奈川／法政第二中）
日本私立中学高等学校連合会会長賞　
笠間尚（普通科・瑞穂中）
日本私立高等学校保護者会連合会会長賞
小笠原祐子（情報コース・五戸中）
青森県高等学校PTA連合会会長賞（12 ヵ年
皆勤）　西塚悠聖（普通科・名川中）、犹守拓（普
通科・八戸第三中）、長塚力也（普通科・大
館中）、岩館和樹（情報コース・根城中）、藏
川悠大（情報コース・三沢第一中）、細越香
大（電気コース・八戸第三中）、河原木英樹（機
械コース・白銀南中）、渡辺裕介（機械コース・
長者中）、梅津彪己（建築コース・大館中）、佐々
木直哉（建築コース・十和田東中）
生徒会功労賞　坂本之麿（普通科・北稜中）
スポーツ大賞　佐貫省吾（普通科・江陽中）、
古川駿（普通科・八戸第二中）

　２月６日、五所川原市ふるさと交流圏民センター「オ
ルテンシア」にて、平成26年度第24回「生徒の研究
発表大会」が開催された。
　本校は、むつ市大湊にある2009年に国の重要文化
財に指定された日本最古のアーチ式ダム「旧大湊第一
水源地堰堤」の模型を製作し、上村諭史君（下長中）、
石原柊人君（八戸第一中）、清川颯君（白山台中）、霞
太祐君（五戸中）の３年土木コース４名が製作過程に
ついて発表し、高水準との評価を得た。

生徒研究発表会

課題研究発表会

お世話になりました《退職された先生方》

福岡　直先生（教頭） 	 山下繁昌先生（教頭補佐 地歴・公民）
上崎康隆先生（工業）	 十文字健先生（保健体育）
三浦正純先生（工業）	 山内典剛先生（地歴・公民）
中村史子さん（事務部主事）

《
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よろしくお願いします

　３月28日、人工衛星打ち上げプロジェ
クトの２回目の会合が、千代田区の東京工
業教育会館で開かれた。全国の協力校が
それぞれ試作機のブレッドボードモデル
を持ち寄り、動作説明と協力校同士で接
続するためのインターフェースや通信デー
タのフォーマットの確認などを行った。
　宇宙という環境を考えた場合、限られ
た資源をいかに活用するかを検討する必
要があり、多くの問題点を協力校が共有
して解決することが求められている。故障
などの最悪な状況の時でも、残されたユ

ニットで地球にデータを送信できる機構を
考えていかなければならず、秋頃には実
際のものに近いエンジニアリングモデルを
製作することになった。
　本校は、各センサーからの情報を数値
データに変換する工程の理論的なハード
ウエア設計、情報収集プログラム作成を
担当しているが、遠隔地にあるために他
校とスムーズな情報のやりとりができな
かった。しかし、今回新たなアイディアが
提案され、今後は設計変更を加えながら
製作に取り組んでいく。　田中　寛（教諭）

人工衛星委員会　製作協力校担当者会議に参加して
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　４月４日、新入生189名を迎え、第41回入学式が行われた。
式では「何事にも本気で取り組み、夢に向かって一歩踏み出
してください」と阿保民博校長から激励の言葉が贈られた後、
新入生を代表して腰巡優菜さん（カレッジコース・下長中）が、
「二高生としての自覚を忘れず、一生懸命努力します」と高校
生活に対する決意を力強く宣誓した。

　新入生の皆さんご入学おめでとうございます。本校は地域に根差
す私立進学校として確固たる地位を築いてきました。本校は勉強ば
かりしているという話がよく聞かれますが、そんなことはありません。
確かに勉強は、どこの学校にも負けずしっかりとしてもらいます。そ
のほかに、部活動や生徒会等の諸活動はもちろんですが、本校で
は特に「ボランティア」「学外学習」「海外研修」などの体験や経
験を通して培われる人間力の育成に力を入れ、様 な々活動を行って
います。昨年度は、ボランティアに延べ600名を超える生徒が参加、
学外学習では白神山地探訪や六ヶ所原子力施設見学などの本校独
自の体験学習、また大学等で行うサマーキャンプなどでの課題研究
や国際教養大学でのイングリッシュヴィレッジへの参加など、生徒諸
君は意欲的に自己向上に努めています。海外研修では、つい先日、
本校独自のプログラムであるオーストラリア異文化体験プログラムへ
26名が、続いて外務省の事業であるブルネイ高校生との交流事業で
23名が研修を終えています。
　このように本校では、学力や体力などの「目に見える力」と、ボラ
ンティアや学外学習・海外研修などで養われる人間力としての「目に
見えない力」をバランスよく育て、「たくましく生き抜く力」を高校時
代から育てることを大きな目標として教育活動を展開しています。こ
れからの３年間、何事にも「本気」で取り組み、夢に向かって一歩
を踏み出し、逞しく歩んでいくことを願って挨拶といたします。

　新入生の皆さんへ

二高で「逞しく
生き抜く力」を！
校 長　 阿 保 民 博

　国際教養大学（AIU）が主催するEnglish Villageが、３月９日から11日まで３日
間開催された。この催しは、留学生にインタビューをし、留学生に関する様々な情報
を集め、最終日にそのプレゼンテーションを行うというものである。
　参加生徒34名は、ランダムに６つのグループに分けられ、それぞれの留学生と共に
過ごし、英語でのコミュニケーションに挑戦した。当初は皆、緊張し、上手く話し出
せないでいたが、各グループにはアシスタントとして２～３名のAIUの学生が付き、
懇切丁寧なアドバイスによりすぐにうち解け、積極的に活動できるようになった。
　「間違いを恐れるな」を合言葉に積極的に活動し、最終日には工夫を凝らした素晴
らしいパフォーマンスをすることができた。

国際教養大学 (AIU) 主催 English Village 参加

グ ロ ー バ ル

　３月４日から13日まで、オーストラリア・シドニーでの異文化体験学習に１・２
年生26名が参加した。一時夕立に遭うも、八戸出発から到着まで快晴の日が続き、
シドニーの美しい景色と雄大なブルーマウンテンズを堪能することができた。また
ホスト校のロリエンノヴァリススクールでは、午前中に英語の特別授業を受講し、
午後は現地の生徒と体育やダンスで交流を図った。日本とは異なる授業時間体系に
文化の違いを感じながらも、スクールバディやホストファミリーのサポートもあり、
皆オーストラリアでの生活に慣れていった。最終日には本校生徒が掲載されたホス
ト校の学校新聞を頂き、よき思い出の１ページに加わった。

オーストラリア異文化体験学習

　３月25日、JENESYS2.0外務省派遣事業により本校から23名の生徒が、ブルネイ・
ダルサラーム国へ旅立った。
　一行は、全日程10日にわたるブルネイ滞在中、在ブルネイ日本国大使館の訪問をは
じめ様々な交流活動を行った。地元大学への訪問では、大学生達と互いの情報をプレ
ゼンテーションの形で発表し合った。また、昨年12月に本校を訪れたブルネイからの
派遣団の人達と再会して国立公園内で合同合宿を行い、文化交流プロジェクトを通し
て互いの友好を確認した。最終日、現地の関係者を招いて報告会が行なわれた。生徒
達は、発表前日にワークショップの準備を綿密に行って英語で発表し、列席した人々
から中身の濃い発表だったとの高評価をいただき、ブルネイに別れを告げた。

JENESYS2.0ブルネイへ派遣

第41回入学式
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　３月２日、平成26年度第40回卒業証書授与式が挙行された。
177名が巣立ち、体育館は卒業生の門出を祝う温かさに包まれた。
　卒業生代表の上山歩さん（道仏中）に阿保校長から卒業証
書が授与され、前生徒会長の上野柚子さん（北稜中・写真）が
答辞を述べた。上野さんは、美術コースでの作品製作や生徒会
活動に全力で取り組んだ高校生活に触れ、お世話になった方々
へ感謝すると共に、「二高での経験を糧に、夢を持ち、未来を想
像しながら自信を持って歩んでいきたい」と、社会へたくましく羽ば
たくことを誓った。

卒業生表彰者一覧
理事長賞　　　　　　 後村梓央理（江陽中）　　阿部　凌大（岩手・中野中）
生徒会活動功労賞　　 上野　柚子（北稜中）
スポーツ特別功労賞
阿部　凌大（岩手・中野中）　大津　智枝（八戸東中）　岩織　勇太（鮫中）
川村　優貴（八戸東中）　　　市沢　潤人（階上中）　　中村　英成（八戸第一中）

平成26年度卒業生進路最終報告第40回卒業証書授与式
【国公立大学26名／公立短期大学３名】
北海道教育大学釧路校、北海道教育大学函館校、北見工業大学、釧路公立
大学、弘前大学（4）、青森県立保健大学（5）、青森公立大学（3）、岩手大学（3）、
岩手県立大学、秋田公立美術大学（2）、宮城大学、山形大学（2）、新潟県立大
学、岩手県立大学宮古短期大学部、会津大学短期大学部（2）
【私立大学98名／私立短期大学10名】
八戸工業大学（21）、札幌保健医療大学、北海道科学大学、青森中央学院大学、
八戸学院大学（2）、盛岡大学（5）、石巻専修大学（2）、仙台大学、東北学院大
学（2）、東北福祉大学（3）、東北文化学園大学（4）、東北工業大学（3）、仙台白
百合女子大学（2）、日本赤十字秋田看護大学、東北芸術工科大学（7）、成城
大学、工学院大学、共立女子大学、女子栄養大学、実践女子大学、専修大学
（3）、大正大学（4）、拓殖大学、日本大学（3）、文教大学、法政大学、東京理
科大学、立正大学（5）、女子美術大学（4）、武蔵野美術大学、東京造形大学（3）、
札幌国際大学短期大学部、八戸学院短期大学（4）、盛岡大学短期大学部、仙
台青葉学院短期大学（2）、大妻女子大学短期大学部　他
【文部科学省管轄外の短期大学校１名】
東北職業能力開発大学校
【専修・各種学校30名】
アレック情報ビジネス学院（6）、東北メディカル学院（4）、八戸看護専門学校、八
戸理容美容専門学校、学校法人林学園八戸調理師専門学校（2）、仁愛看護福
祉専門学校、東京栄養食糧専門学校、文化服装学院　他
【就職　公務員５名／民間企業22名】
自衛隊自衛官候補生（3）、青森県警察官Ｂ、宮城県警察官Ｂ、㈱吉田産業、㈱
ユニバース、三八五オートスクール㈱、医療法人杏林会、オトキタ酒販㈱、㈱青
秋、㈱ドン・キホーテ、太平ビルサービス㈱八戸支店、社会福祉法人星風会、㈱
Du・Pay「PROGRESS」、㈱ハローコミュニケーションズ他

主な合格先

　科学愛好会放射線班は、昨年度に続いてNPO法人研究実験施設・環境安全教
育研究会主催の自主研究活動に参加し、研究活動に取り組んできた。今年度は昨
年度の内容を更に深め、「放射線で発電は可能か－効率向上と崩壊熱利用を模索
する－」というテーマで研究を進め、内容審査を経て成果発表会出場を果たした。

　３月15日に東京大学工学部で実施された発表
会は、本校の他に福島県立福島高校・麻布高校・
埼玉県立不動岡高校・高槻高校など全国から研
究活動で実績のある高校が参加して行われた。
　本校から参加した久保玲君（白山台中・写真
右）と北谷航介君（三本木中）は、γ線エネル
ギーを利用した発電・放射性物質の熱を利用し
た発電の２つについて研究結果を発表し、昨年
度よりも研究内容が広がりを見せていると評価

していただいた。惜しくも上位入賞を果たすことはできなかったが、他校生徒と
発表会で活発な意見交換ができたことは貴重な経験になったようだ。
　発表会には２名しか参加できなかったが、普段の活動を支えたメンバーの協力
があってこその出場であった。

　３月18日から３泊４日の日程で、国立岩手山青少
年交流の家での学習合宿に参加した。この学習合宿
は、福島県で高い進学実績を上げている福島成蹊中
学校・高等学校との合同合宿で、本校からは、１・
２年スーパーカレッジクラス54名が参加した。他校
との合同合宿ということもあり、参加生徒は全員緊
張した面持ちで
指導を受けてい
た。
　この合宿で
は、講義のほか
夕食後全員に体
育館での自習
と、毎朝６時の小テストが課された。朝テスト前の
自習では、いち早く全員がそろって準備をし、積極
的な姿勢で学習に取り組んでいた。この成果を４月
からスタートに活かして行きたい。

NPO法人研究実験施設・環境安全教育研究会主催

高校生による環境安全とリスクに関する自主研究活動の支援事業

お
世
話
に
な
っ
た
先
生

　
　
　
　

新
任
の
先
生

福島成蹊高校との合同合宿ＳＣクラス

文化特別功労賞
佐藤　晴香（湊中）　　　　　　新山　智子（八戸第一中）
特別活動功労賞
工藤　玲奈（宮城・南小泉中）　須藤南々穂（市川中） 
山口　芳南（八戸第一中）　　　佐藤　晴香（湊中）
三浦あかり（八戸第一中）

退職・異動された先生方
　木村　孝太さん　異動・日本高等教育評価機構研修員として派遣
　寺田　茂　先生　退職（地歴公民）

 お世話になりました

新任の先生方（写真左から）
　佐藤　浩史 先生（数学）
　金田　真和 先生（地歴公民）本校卒業生
　佐々木桃子 先生（英語）
　大山　翔　 さん（八戸工大入試課より）本校卒業生

 よろしくお願いします

    国公立大学へ26名合格
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登園の様子

「えんちょうせんせい「えんちょうせんせい
　　　　　おはようございます　　　　　おはようございます」
「えんちょうせんせい
　　　　　おはようございます」

年長組さんから歓迎の言葉と手遊び

「なかよくあそびましょうね♪「なかよくあそびましょうね♪」「なかよくあそびましょうね♪」

パネルシアター

「おはながわらった」「おはながわらった」「おはながわらった」

　暖かな春の日差しに包まれ、今年も子どもたちが保護者に
手をひかれて登園して来た。どの子も期待でいっぱいの様子。
その姿を見て、先月園を巣立っていった子どもたちの顔が浮
かんできた。卒園式では、子どもたちの成長ぶりを喜ぶ一方、
送り出す寂しさをいつも感じる。今は、「おはようございます」
と挨拶ができる子、陰に隠れたり、下を向いて通り過ぎる子
と様々だが、すぐに全員自らすすんで「おはようございます」
と挨拶してくれることだろう。
　新しい生活がスタートする。これからどんなことに出会え
るのか、わくわくドキドキしている。子どもたちが、一日も
早く幼稚園にもクラスにも慣れ、のびのびと園生活が送れる
よう、教職員一同力を合わせて日々を過ごしていきたい。 木村　喜久子

園　長

入 園 式
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　私は、さくら幼稚園でたくさん思い出を
作りました。入園したときは、うまくやっ
ていけるのかふあんでした。でもすぐにみ
んなとなかよく遊べるようになり、たくさ
んの友だちを作ることができました。運動
会、クリスマス会、なかよし祭などたくさ
んの行事をけいけんしました。その中でも、
年長のときのクリスマス会で「３匹のヤギ
のガラガラドン」のナレーターをしたこと
が、私の一番の思い出になっています。長

いセリフをおぼえるのが大へんでしたが、
本番ではじょうずにできました。そつ園式
では、さくら幼稚園での思い出があふれ出
て、なみだが止まりませんでした。
　今、弟たちがさくら幼稚園に通っていま
す。毎日幼稚園のことを話してくれ、なつ
かしいなぁと思いながら聞いています。こ
れから弟たちにも、たくさんの思い出を作っ
てほしいと思います。

新井田小学校４年

石橋　美羽さん
（平成23年度卒）

幼稚園での思い出

お別れ会

「大好きなお姉さんと食べる給食。とってもおいしいな。」

「
年
長
さ
ん
、今
ま
で
あ
り
が
と
う
。

　
　
　
　
　

鉛
筆
立
て
、大
切
に
使
っ
て
ね
。」

卒園式

登園後の身支度
通園の様子

「大好きなお姉さんと食べる給食。とってもおいしいな。」

「卒園おめでとう」  「ありがとうございます」

お別れ会

「卒園おめでとう」  「ありがとうございます」

「むずかしいボタンも
　　ひとりでできるよ。」
「むずかしいボタンも
　　ひとりでできるよ。」

「バスに乗って行ってきまーす。」「バスに乗って行ってきまーす。」
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 理事会・評議員会

　学校法人八戸工業大学は、２月20日に理事会、３月27日に理事会・評議員会を開催して下

記案件について審議を行い、それぞれ原案通り承認した。

◇２月20日　理事会

・八戸工業大学第二高等学校「学則」変更に関する件

・学校法人八戸工業大学「高等学校等検討委員会規程」制定に関する件

◇３月27日　理事会・評議員会

・平成27年度事業計画（案）並びに予算（案）に関する件

・任期満了に伴う学校長の選任に関する件

・評議員の辞任に伴う補欠評議員の選任に関する件

・学校法人八戸工業大学「寄附行為施行細則」変更に関する件

・八戸工業大学「学則」変更に関する件

・八戸工業大学大学院「学則」変更に関する件

・平成28年度学校法人八戸工業大学の学費に関する件
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